
宝　塚　市

平成２１年度

宝塚市内訪問看護ステーション

事業実績について

（市内全体のまとめ）



　 運営実績報告 21 年度 　　　　　　　　　　　　市内訪問看護ステーション　　　　　統計
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主傷病の状況①
平成21年度

850
Ⅰ　 感染症及び寄生虫症 3 0%

    肺結核（陳旧性含む） ( 1 ) ( 33% )

　　その他の感染症及び寄生虫症 ( 2 ) ( 67% )

Ⅱ 新生物 120 14%

　　脳腫瘍 ( 9 ) ( 8% )

　　呼吸器癌 ( 15 ) ( 13% )

　　消化器癌 ( 48 ) ( 40% )

　　泌尿器癌 ( 23 ) ( 19% )

　　婦人科癌 ( 8 ) ( 7% )

　　その他の悪性新生物 ( 14 ) ( 12% )

　　その他の新生物 ( 3 ) ( 3% )

Ⅲ 血液及び造血器の疾患並びに免疫能障害 9 1%
  　貧血（鉄欠乏性含む） ( 5 ) ( 56% )

( 4 ) ( 44% )

Ⅳ 内分泌、栄養及び代謝疾患 50 6%
　　糖尿病（腎障害・神経障害含む） ( 50 ) ( 100% )

　　その他の内分泌、栄養及び代謝疾患 ( 0 ) ( 0% )

Ⅴ 精神障害及び行動の障害 90 11%

( 54 ) ( 60% )

　　統合失調症 ( 12 ) ( 13% )

　　気分（感情）障害 ( 16 ) ( 18% )

　　その他の精神及び行動の障害 ( 8 ) ( 9% )

Ⅵ 神経系の疾患 81 10%
　　筋萎縮性側索硬化症（ＡＬＳ） ( 3 ) ( 4% )

　　パーキンソン病（症候群含む） ( 56 ) ( 69% )

　　多系統萎縮症（脊髄小脳変性症含む） ( 10 ) ( 12% )

　　その他の神経系の疾患 ( 12 ) ( 15% )

Ⅶ 眼及び付属器の疾患 1 0%
Ⅷ 耳及び乳様突起の疾患 0 0%
Ⅸ 循環器系の疾患 252 30%

　　高血圧(本態性含む） ( 44 ) ( 17% )

　　狭心症・心筋梗塞 ( 7 ) ( 3% )

　　心不全(慢性・うっ血性含む） ( 42 ) ( 17% )

　　脳卒中(後遺症含む） ( 134 ) ( 53% )

　　その他の循環器系の疾患 ( 25 ) ( 10% )

Ⅹ 呼吸器系の疾患 44 5%
　　肺気腫 ( 16 ) ( 36% )

　　慢性閉塞性肺疾患 ( 12 ) ( 27% )

　　呼吸不全(慢性含む） ( 4 ) ( 9% )

　　その他の呼吸器系の疾患 ( 12 ) ( 27% )

市内訪問看護ステーション　　　　　統計

100%

（再掲）

（再掲）

　　認知症
　　　　(アルツハイマー病・脳血管性・ピック病含む）

構成割合（％）利用者数（人）

（再掲）

（再掲）

（再掲） 　　その他の血液及び造血器の疾患並びに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　免疫機構の障害

総　　　　　　　　　数

（再掲）

（再掲）

（再掲）



平成21年度

ⅩⅠ 消化器系の疾患 23 3%
　　便秘・腸閉塞 ( 4 ) ( 17% )

　　肝硬変 ( 12 ) ( 52% )

　　その他の消化器系の疾患 ( 7 ) ( 30% )

ⅩⅡ 皮膚及び皮下組織の疾患 17 2%
　　褥創 ( 12 ) ( 71% )

　　その他の皮膚及び皮下組織の疾患 ( 5 ) ( 29% )

ⅩⅢ 筋骨格系及び結合組織の疾患 78 9%
    関節リウマチ（慢性含む） ( 14 ) ( 18% )

　　関節症（変形性含む） ( 10 ) ( 13% )

　　変形性腰（脊）椎症 ( 5 ) ( 6% )

　　脊柱（椎）管狭窄症（脊髄狭窄） ( 13 ) ( 17% )

　　後縦靭帯骨化症 ( 3 ) ( 4% )

　　廃用症候群 ( 13 ) ( 17% )

　　骨粗鬆症 ( 15 ) ( 19% )

　　その他の筋骨格系及び結合組織の疾患 ( 5 ) ( 6% )

ⅩⅣ 腎尿路生殖器系の疾患 26 3%
　　腎不全（慢性含む） ( 22 ) ( 85% )

　　神経因性膀胱 ( 2 ) ( 8% )

　　前立腺肥大症 ( 1 ) ( 4% )

　　その他の腎尿路生殖器系の疾患 ( 1 ) ( 4% )

ⅩⅤ 妊娠、分娩及び産褥 0 0%
ⅩⅥ 周産期に発生した病態 0 0%
ⅩⅦ 先天奇形、変形及び染色体異常 1 0%
ⅩⅧ 症状、徴候及び異常臨床・異常検査所見 9 1%

　　老衰 ( 3 ) ( 33% )

( 6 ) ( 67% )

ⅩⅨ 損傷及び中毒 46 5%
　　骨折 ( 28 ) ( 61% )

　　脊（頚）髄（椎）損傷 ( 14 ) ( 30% )

　　頭部外傷 ( 4 ) ( 9% )

　　その他の損傷、中毒及びその他の外因の影響 ( 1 ) ( 2% )

（再掲） 特定疾患 ( 78 ) ( 9% )

Ⅱ 新生物 14%
Ⅳ 内分泌、栄養及び代謝疾患 6%
Ⅴ 精神障害及び行動の障害 11%
Ⅵ 神経系の疾患 10%
Ⅸ 循環器系の疾患 30%
Ⅹ 呼吸器系の疾患 5%
ⅩⅢ 筋骨格系及び結合組織の疾患9%
ⅩⅨ 損傷及び中毒 5% 90%
　 その他 10%

（再掲）

（再掲）

（再掲）

（再掲）

　　その他の症状、徴候及び異常臨床所見・
　　　　　　　　　異常検査所見で他に分類されないもの

利用者数（人）
市内訪問看護ステーション　　　　　統計
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平成21年度　　　市内訪問看護ステーション 統計

介護保険利用要介護度区分

9月 3月

利用者数
437 428

要介護　5
65 63

要介護　4
59 61

要介護　3
88 83

要介護　2
78 74

要介護　1
90 85

要支援　２
39 43

要支援　１
15 16

申請中
3 3

利用区分

9月 3月

利用者数
437 428

訪問看護　1
97 89

訪問看護　2
305 302

訪問看護　3
27 28

訪問看護　7１
0 0

訪問看護　7２
8 9

訪問看護　７
（看護　１．２．３の
　利用者で重複）

88 100

　：　　看護師３０分訪問
　：　　看護師６０分訪問
　：　　看護師９０分訪問
　：　　療法士（ＰＴ・ＯＴ・ＳＴ）訪問

★訪問看護　　１
　　訪問看護　　２
　　訪問看護　　３
　　訪問看護　　７

要介護度区分
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要介護　1
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9月 ３月

利用区分

97
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27

0

8
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89

302

28

0

9

100

訪問看護　1

訪問看護　2

訪問看護　3

訪問看護　7１

訪問看護　7２

訪問看護　７　
（看護　１．２．３の
　利用者で重複）

９月 ３月



24時間連絡体制実施状況 Ｈ２１　　 年度　　　　　　　　　　　　　　　　　市内訪問看護ステーション 統計

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 月平均

109 108 107 112 108 115 115 117 120 127 120 121 1379 114.9

57 53 54 57 49 36 41 43 43 40 36 37 546 45.5

35 37 31 32 41 26 40 30 36 51 22 17 398 33.2

26 20 25 19 31 13 30 19 20 28 14 15 260 21.7

2 3 2 1 3 3 1 3 5 3 1 1 28 2.3

0 2 0 1 1 0 3 2 3 2 0 0 14 1.2

5 8 2 6 5 5 4 4 6 12 1 0 58 19.3

2 4 2 5 1 5 2 2 2 6 6 1 38 3.7

14 19 12 18 10 7 21 21 18 25 13 5 183 15.3

5 6 0 8 4 3 9 13 7 17 7 2 81 6.8

0 0 1 0 1 0 2 0 1 0 1 0 6 0.5

排便トラブル 2 4 0 1 2 0 3 0 1 1 0 0 14 1.2

出
留置カテーテルのトラブル 2 1 2 1 0 2 1 2 0 0 0 0 11 0.9

動
1 3 0 0 0 0 4 3 4 5 0 1 21 1.8

内
1 0 3 3 1 0 1 1 0 0 1 1 12 1.0

容
転倒・転落 0 0 3 1 0 1 0 1 1 0 2 0 9 0.8

死後の処置 0 2 1 1 1 0 0 0 0 0 1 1 7 0.6

3 3 2 3 1 1 1 2 4 2 0 1 23 1.9その他

点滴のトラブル

その他

出動件数

吸引

創処置

医療機器装着・使用に関す
る事

緊急時訪問看護加算契約者数

24時間連絡体制加算

相談件数

病状に関すること

病状観察

介護に関すること

連絡・報告

相
談
内
容

(

主
の
相
談
１
つ

）



850 名

Ｈ２１　　　 年度 市内訪問看護ステーション 統計

内訳　(重複あり) （単位：人）

病状観察 850 医療処置 364
　　バイタルサインの測定 　　カテーテル類の管理

　　全身状態の観察 　　床ずれや創傷の処置

リハビリテーション 516 　　医療機器装着の方の看護

　　日常生活動作の訓練 　　その他医師の指示による処置や管理

　　関節拘縮の予防と訓練 療養指導 850
　　機能訓練と指導 　　栄養・食事指導

　　外出への工夫 　　療養環境の整備

　　福祉機器の選定相談 　　内服薬の管理

　　住宅改修に関する相談 　　生活リズムの調整方法

介護指導・相談 719 　　事故防止のアドバイス

　　健康相談 　　社会参加への相談

　　介護方法の指導 清潔ケア 406
　　認知症への対応方法の指導 　　清拭・洗髪

　　寝たきり予防の指導 　　入浴・シャワー介助

　　サービス資源の相談 　　着替え・シーツ交換

　　介護用品の相談 　　口腔ケア・爪切り

　　介護に関する悩み相談 　　手浴・足浴

　　介護者の休養に関する相談 緩和ケア 83
排泄ケア 341 　　症状緩和に対する看護・疼痛管理

　　排便管理・浣腸・摘便 　　精神的支援

　　おむつ交換・陰部洗浄 　　看取りの体制への相談・アドバイス

精神ケア（利用者や介護者に対して） 658 他職種との連携 850
　　コミュニケーションの援助 　　主治医への報告・連絡・相談

　　精神的支援・支持的アプローチ 　　ケアマネやサービス事業所との連絡調整

　　傾聴・共感 　　病院や保健師との連携

62 名

39 名

病院 23 名

＜看取りの場所＞　　　　　　　在宅

サービス利用内容

ターミナルケアの件数



平成２１年度　各ステーションのまとめ

せいれい訪問看護ステーション宝塚

宝塚医療生協　訪問看護ステーションひだまり

宝塚市社会福祉協議会　光明訪問看護ステーション

利用者数は平均135名、保険の割合は医療保険２割介護保険８割で大きな変化見られず。要介護３
以上の割合も全体の６０％以上を占めているまた、医療保険の訪問では、小児の依頼があり２ケー
スあり在宅ターミナルを含め医療依存度が高く急変のリスクが高い利用者が多い。在宅での看取り
は癌ターミナル1７名老衰4名と年々看取りの件数が増えている。
医療行為が安全に行えるだけではなく、症状のコントロールや精神的な支援（家族を含め）が出来る
ように看護師の質の向上に今後も努めていきたい。

訪問看護ステーション　憩

平成21年度は、平均利用者数64名で前年度に比べると10名減となっています。原因として考えられ
るのは、長期間訪問していた利用者が亡くなられることが多かったり、新規の利用者がきても短期間
で終了するケースが多いことがあげられます。介護保険と医療保険の比率は約８０％：２０％と前年
度と変わりませんが、平成21年度は医療保険対象の方の依頼が少ない傾向でした。
介護保険利用者のうち、要支援者が２０％ほどあり、介護度の軽い利用者も多く、30分～60分訪問
が８０％を占めています。サービス利用内容も病状観察やリハビリの依頼が多く、予防的な観点での
依頼が増えてきたのではないかと思われます。
ターミナルの件数は7件と少ないですが、在宅死が5名、病院死が2名と在宅での看取りが増えてき
ています。

＜現状と傾向＞
・ 訪問看護に携わる職員が増えない中、現状スタッフで対応に追われる日々。
・ 老老介護や認知症であり独居という方の訪問が目立つようになり、生活全般を視野に入れた訪問
が増えている。
・ 医療面の訪問は必要だが、限度額内に収まらず30分訪問が増えている。
・ 訪問内容としては、認知症・独居のインスリン管理（現在2名）、リハビリ･入浴
介助が増えている。
＜特に力を入れた点＞
・ グリーフケアであり、ご家族のフォローとし、遺族の方とのつながりを持ち慰安に努めた。
・ 生活全般のケアを要する為、ケアマネ・ヘルパーとの連携を重視した。

要支援からタ－ミナル期の方々まで、一人一人の二－ズに合わせた看護を提供しています。また安
心した療養生活が送れるよう24時間オンコ－ル体制を実施しています。
当ステ－ションでは母体である施設から各セラピストが訪問部門への支援体制を図っており、リハビ
リに対しても積極的に取り組んでいます。
H21年度のタ－ミナルの方の件数は前年度と大きく変わりはありませんが、在宅での看取りが倍の8
件でした。最期を在宅で迎えたいという本人・家族の希望にそったケアや支援が十分に出来るよう
努めています。



運営実績報告
　・新規利用は毎月確実に依頼があるが、終了人数も毎月ある。
　・実人数は７４名で前年度に比べ１．１％増加傾向にあり。
　・医療保険対象者は全体の２％で前年度より０．７％減少している。
主傷病の状況
　・１位　循環器　　　　４０％
　・２位　悪性新生物　３３％
　・３位　神経系　　　　１６％
利用区分
　・介護区分２が全体の４３％を占めている。
　・利用区分は訪問看護２が全体の５１％を占めている。
　・訪問看護１．２．３と訪問看護７が重複している。全体の３０％を占めている。
サービス内容
　・１位　介護指導相談療養指導　　　１００％
　・２位　リハビリテーション　　　　　　　７０％
　・３位　精神ケア排泄ケア清潔ケア　 ３０％
　・ターミナル件数は７件。看取りの場所は在宅が１件で病院が６件。
２４時間連絡体制実施状況
　・月平均０．６件数出動している。病状に関することが１００％を占めている。
　・創処置が全体の８５％を占めている。
当ステーションでは全体の６３％が老老介護の利用者である。介護協力者がいない、精神的不安や
身体的な不安を抱えながらの介護負担となっている。社会的資源を利用し、ケアマネと連携をもち
訪問看護としての役割を改めて考えていく必要があり、努めていきたいと思っています。

　当ステーションは小浜ステーションと川面分室の２ヶ所で運営を行っており、介護予防からターミナ
ルの方まで個々のニーズに合わせた看護・リハビリを提供しております。
　平成２１年度は介護保険の制度改正があった影響で、利用者数や訪問回数の伸び悩みがありま
したが、後半は順調に運営し、最終的に利用実人数は前年度に比べ９人増となりました。
　利用者は平成２０年度までは要介護５の方が一番多かったのですが、平成２１年度は要介護１の
方が一番多くなっています。なるべく早い段階から訪問看護を予防的に利用したいという方が増加
してきているのではないかと考えており、訪問看護の役割が多岐にわたるものであるということを実感
しております。
　当ステーションでは介護者に対する支援や精神的支援にも重点を置いたケアも実施しており、看
取りについてはターミナル件数の７５％が自宅で看取る事が出来ております。
　２４時間連絡体制・緊急訪問については利用を希望される方が年々増加傾向であり、合わせて休
日夜間の相談件数が増加傾向にあります。必要に応じて緊急訪問を実施しており、利用者に対して
安心した在宅生活を送れるよう援助をしていくことが大切であると考えております。
　また各職員のスキルアップとケアの質向上を継続するため、内外の研修にも積極的に参加すると
共に、定期的なカンファレンスの場で事例検討会や専門技術の実習などを行っております。

訪問看護ステーション　ルシエール

ステップハウス訪問看護ステーション


